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校長室より 

「暑さ寒さも彼岸まで」という言葉があります。「冬の寒さ（余寒）は春分頃まで、夏

の暑さ（残暑）は秋分頃までには和らぎ、すごしやすくなる」という意味の言葉です。確

かに、春分の日（春の彼岸の中日）ころまでには、降雪や積雪、

真冬日になることもほぼなくなります。また、秋分の日（秋の彼

岸の中日）ころまでには、猛暑日や熱帯夜もほぼなくなります。

もちろん年によってちがいますし、地域によっては必ずしも一致

しません。それでも、お彼岸を過ぎると過ごしやすくなるという

のは、概ね当たっているように思います。               

他ただ、春分の日も秋分の日も、昼間と夜の長さが同じという点では共通していますが、

気候的には大きく違います。春分の日と同じくらいの気候を秋で探

すと、大体 11 月下旬から 12 月初めの気候となりますし、秋分の日

同じくらいの気候を春で探すと、概ね 5月末から 6月上旬の気候と

ほぼ同じです。このように比較してみると、秋分の日は春分の日よ

りも気温が高いことがわかりますね。いずれにしても、真夏日や真

冬日のような極端な気温に悩まされることなく、比較的過ごしやすいお彼岸は、一年で最

もよい気候であると言えるのかも知れません。 

地域集会・集団下校 

１９日（火）の３限目、第３回の地域集会がありました。６年生の子どもたちが卒業

したあとの地域集会ですから、５年生の子どもたちが中心になっ

て行われました。まずメンバーの確認をしたあと、地域委員を決

めました。そのあと、新１年生をお迎えにいく子の確認や、今年

度の反省、春休みの生活について話し合い

ました。 

短い時間の中で、どの地区もてきぱきと内容をこなしていきま

した。特に５年生の子どもたちには、最高学年になるんだという

自覚も芽生えはじめ、とても頼もしく感じました。 

花々は満開の季節を迎えました 

パンジーも満開！ 

地域集会 

一斉下校 



地域集会終了後、集団下校で帰りましたが、この日は暑いぐらいの好天で、子どもた

ちの表情も自然とにこやかでした。 

春休みの生活について 

明日から春休みに入ります。気候もよくなり、子どもたちの

行動範囲も広くなりがちです。そんな時、思わぬ事故や事件に

巻き込まれてしまうような危険も多くなります。学校でも十分

注意いたしますが、ご家庭で下記の点等に注意していただけれ

ばと思います。 

・ 出かけるときは、何処へ、誰と、何をしに行くのか、必ずお子様の行動について

把握して下さい。その際、帰宅時間も確認して下さい。 

・ 交通ルールを遵守するようにご指導ください。特に自転車の乗り方（友達と何列

にもなって走行する、急な飛び出し等）には十分注意して下さい。 

・ 日もずいぶん長くなってきましたが、お子様と帰宅時間について約束をしておい

てください。決して暗くなってからも、公園などで遊んでいることのないように

ご指導ください。（不審者の出没なども心配です。） 

・ ゲームセンターや校区外等には子どもだけで行かないことを確認して下さい。 

・ 友達の家を訪問するときは、あいさつをすることや、しっかりマナーを守らせる

等ご指導ください。 

・ 「早寝早起き朝ご飯」等、生活のリズムが壊れないようご注意ください。 

他にもいろいろあると思いますが、楽しい春休みとなるよう、ご家庭でもよろしく

ご指導ください。 

 大掃除 

今年最後の大掃除がありました。子どもたちは、お世話になった教

室を、新しい学年の子のために、一生懸命掃除しました。きれいにな

った教室は、４月５日（金）から新学年の子どもたちが使うことにな

ります。 

１年間、ありがとうございました   
平成２４年度も、本日の修了式を持ちまして、全ての行事が終了いたしました。この１

年間、保護者の皆様方には、御薗小学校教育活動に対しまして、ご理解・ご支援をいただ

きました。本当にありがとうございました。心よりお礼申し上げます。４月１日よりの平

成２５年度も、どうぞよろしくお願いいたします。 

学校便りも、今回の５１号で終了とさせていただきます。つたない通信を、最後までお

読みいただいたことに対しましても、感謝申し上げます。ありがとうございました。 

チューリップも咲いてます 


